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☆集いの特典☆

講座・公演の優先してのお知らせ

講座・公演の年間を通じた割引

Collegium Baroque Periodus

バロック・ピリオド の 集いバロック・ピリオド の 集い

科学も 絵画も 音楽も
　　　　　　　　　　　　　　

とき：　 気持ちのいい日曜日に

　

ところ：　ＳＡＫＵＲＡ Ｃａｆｅ

/////////////////////////////////////

  

ゆがんだ真珠って・・・ゆがんだ真珠って・・・

☆プログラム☆

科学：天体と大地

絵画：光と影の風景

音楽：ピリオド楽器の調べ

☆今後の予定☆

4月：やまのて音楽祭

6月～：バロック音楽の旅fromNAGOYA

8月：チェンバロ・マンドリン演奏会

12月：天体の音楽

Demokritos Epikouros Archimedes Copernicus Galileo Hooke Newton Lavoisier Faraday Darwin

∞ ゆがんだ真珠って ∞

mailto:arttosci@yahoo.co.jp


　☆バロックの意味☆

　バロック（ baroqueおよびBarock）とは、1500年代から1700年代にかけて、イタリア、とくにロー

マ、マントヴァ、ヴェネツィア、フィレンツェで誕生し、その後、ヨーロッパ全土へと急速に広まった

文化の様式です。バロックの様式は秩序と運動の矛盾を超越するための大胆な試みとして、ルネ

サンスの芸術運動の後に始まりました。カトリック教会による反・宗教改革運動や、ヨーロッパ諸国

の絶対王政を背景に、影響は彫刻、絵画、文学、建築、音楽などあらゆる領域に及び、誇張され

た動き、装飾の多用、光と影の対比のような劇的な効果や緊張、大仰な演出などにより、ルネサン

スの整った様式に比べて「歪んだ真珠」に例えられて批判的な意味で名付けられた、といわれて

います。

　「バロック・ピリオド」とは、そういったバロックの様式を謳歌した「時代」のことです。

☆バロックの基本って☆

　ふつう、「基本的」なるものは、もともと先にあったもの、のように思われています。

　そういう「基本」が年月を経て、歪んだり汚れたり、味わいが出たりして、さらに「派生」「例外」を経

て混沌：　カオス　のなかに溶け込んでいく　・・・ように思われている。

　でも、それは逆なのだろうと思います。

　なんだかよくわからないもの；　カオス　として、まずは、誕生する。「それ」が魅力的であったり、

気持ちよかったり、役に立ったりすると「それ」は持続する。

　そこまでの間、「それ」はまったく「基本」などではなく、社会から蔑まれたり怪しからんものと言わ

れたりするわけです。

　おもしろいもの、効果あるものとして人気や評判を得た「それ」は、やがて、「それ」自体が価値あ

るものとして、それをつくりあげようとする者に出合います。「基本のそれ」は、ここからはじまるのだ

ろうと思います。

　最初は、あやしくも魅力あるものとしてはじまるのでしょう。やがて、そのあやしさが輪郭を持って

きて、「それ」が魅力あるものの「基本」となる。

　そして、「それ」は、ただのあやしくも魅力的なもの、ではなくなってくる。すごいものやら、まねし

たいたこと：　もの・こと　の基本になっていく。

　科学だって、絵画だって、音楽だって、みんなそうであったはずです。

　いつまでも、あやしくも魅力的なものであろうとする、そして、 ”遊びをせんとや生まれけむ”、 

　バロックの基本は、まさにここにあるのだと思います。
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年 歳 ジョスカン デ プレ ダヴ ィン チ ミケランジェロ ラファエロ

1440 0
1441 1
1442 2
1443 3
1444 4
1445 5
1446 6
1447 7
1448 8
1449 9
1450 10
1451 11
1452 12
1453 13
1454 14
1455 15
1456 16
1457 17
1458 18
1459 19
1460 20
1461 21
1462 22
1463 23
1464 24
1465 25
1466 26 ﾌｨﾚﾝﾂｪ　ｳﾞｪﾛｯｷｵ工房
1467 27
1468 28
1469 29
1470 30
1471 31
1472 32 聖ﾙｶ組合（画家組合）登録
1473 33
1474 34
1475 35 ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ ﾙﾈ王楽団員
1476 36
1477 37
1478 38
1479 39
1480 40
1481 41
1482 42 ﾐﾗﾉ公仕　工房を開く

1483 43
1484 44 ｱｽｶﾆｵ・ｽﾌｫﾙﾂｧの庇護
1485 45
1486 46 教皇庁礼拝堂付聖歌隊
1487 47
1488 48 ﾄﾞﾒﾆｺ・ｷﾞﾙﾗﾝﾀﾞｲｵ弟子入り
1489 49 ﾐﾗﾉ公「公爵の声楽家」 ﾒﾃﾞｨﾁ家派遣
1490 50 ﾌﾟﾗﾄﾝ・ｱｶﾃﾞﾐｰ参加『階段の聖母』
1491 51 『ｹﾝﾀｳﾛｽの戦い』
1492 52 『ｷﾘｽﾄ磔刑像』
1493 53
1494 54 ﾒﾃﾞｨﾁ家再招聘　ｻｳﾞｫﾅﾛｰﾗ扇動 父ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ・ｻﾝﾃｨ死去絵画学ぶ
1495 55 『最後の晩餐』制作
1496 56 ﾛｰﾏ着　『ﾊﾞｯｶｽ像』制作
1497 57
1498 58 『ﾋﾟｴﾀ』制作 『幼子の聖母』
1499 59 ﾌｨﾚﾝﾂｪ帰還

1500 60 ﾏﾝﾄｳﾞｧ巡行ｳﾞｪﾈﾂｧからﾌｨﾚﾝﾂｪ
1501 61 『ﾀｺﾞｽﾃｨｰﾉ教会祭壇画』
1502 62 教皇軍軍事顧問兼技術者
1503 63 ﾌｪﾗｰﾗ着 『ﾓﾅﾘｻﾞ』制作
1504 64 ﾌｪﾗｰﾗでﾍﾟｽﾄ流行 『ﾀﾞｳﾞｨﾃﾞ像』制作『聖家族』完成 ﾌｨﾚﾝﾂｪ　『聖母の結婚』
1505 65 ﾛｰﾏ教皇に召還
1506 66 ﾐﾗﾉ　帰還
1507 67 『美しき女教師』
1508 68 『ｱﾀﾞﾑの創造』 『天蓋の聖母』ﾛｰﾏ移住
1509 69 ｳﾞｧﾁｶﾝ宮殿『アテネの学堂』
1510 70
1511 71
1512 72 『ｼｽﾃｨｰﾅの聖母』　肖像画制作
1513 73
1514 74
1515 75
1516 76
1517 77
1518 78 ﾌﾞﾙﾈﾚｽｷ：ﾛﾚﾝﾂｫ大聖堂ﾌｧｻｰﾄﾞ受
1519 79 没　ｱﾝﾎﾞﾜｰｽﾞ
1520 80 没　ﾛｰﾏ　ﾊﾟﾝﾃｵﾝ埋葬

1521 81 没　ｺﾝﾃﾞ埋葬

ﾌﾗﾝｽ　ｻﾝ=ｶﾝﾀﾝ

0歳　ｲﾀﾘｱ ﾄｽｶｰﾅ ｳﾞｨﾝﾁ

0歳　ﾌｨﾚﾝﾂｪ ｶﾌﾟﾚｰｾﾞ

ﾙｲ11世下の楽団員に

ｺﾝﾃﾞ=ｼｭﾙ=ﾚｽｺｰ滞在 0歳　ｲﾀﾘｱ　ｳﾙﾋﾞｰﾉ

ﾙｲ12世宮廷楽団

ﾌﾗﾝｿﾜ1世ﾐﾗﾉ占領

ﾌﾗﾝｿﾜ1世ｱﾝﾎﾞﾜｰｽﾞ城ｸﾙｰの館

1564　没ﾛｰﾏ ｻﾝﾀ･ｸﾛｰﾁｪ聖堂



年 歳 ガリレオ シェイクスピ ア モン テヴ ェルデ ィ ルー ベン ス
1564 0 トスカーナ大公領 ピサ ｽﾄﾗﾄﾌｫｰﾄﾞ･ｱﾎﾟﾝ･ｴｲｳﾞｫﾝ
1565 1
1566 2
1567 3 　０歳　北伊　クレモナ
1568 4
1569 5
1570 6
1571 7
1572 8
1573 9
1574 10
1575 11
1576 12
1577 13 　０歳　独西北　ジーゲン
1578 14
1579 15
1580 16
1581 17 ピサ大学入学
1582 18 アン・ハサウェイと結婚 「三声のモテット集」
1583 19
1584 20
1585 21
1586 22 『小天秤』
1587 23 「マドリガーレ集」 アントワープ（ﾌﾗﾝﾄﾞﾙ）に戻る
1588 24
1589 25 ピサ大学教授
1590 26 ﾏﾝﾄｳﾞｧ宮廷 ｳﾞｨｵﾗ･ﾀﾞ･ｶﾞﾝﾊﾞ奏者
1591 27 オットー・ファン・フェーンに師事
1592 28 『間違いの喜劇』

1593 29 『じゃじゃ馬ならし』
1594 30 『ヴェローナの二紳士』
1595 31 『ﾛﾐｵとｼﾞｭﾘｴｯﾄ』、『夏の夜の夢』
1596 32 『ヴェニスの商人』
1597 33 地動説承認をケプラー宛に 『ウィンザーの陽気な女房たち』
1598 34 『空騒ぎ』
1599 35
1600 36 ﾏﾘ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽ（ 伊→仏） 『ハムレット』 マントヴァ公宮廷画家
1601 37 『トロイラスとクレシダ』
1602 38 『終わりよければ全てよし』 マントヴァ公宮廷楽長
1603 39 エリザベスⅠ没
1604 40 『オセロー』
1605 41 『リア王』
1606 42 『マクベス』、『ｱﾝﾄﾆｰとｸﾚｵﾊﾟﾄﾗ』
1607 43 『ｺﾘｵﾚｲﾅｽ』、『ｱﾃﾈのﾀｲﾓﾝ』
1608 44 翌年 西ｲｻﾍﾞﾙ女王宮廷画家に
1609 45 望遠鏡自作 『シンベリン』 「キリストの昇架」　ｲｻﾞﾍﾞﾗと結婚
1610 46 『星界ﾉ報告』木星衛星発見 『冬物語』 「聖母マリアの夕べの祈り 」 「キリスト復活」
1611 47 ｱｶﾃﾞﾐｱ・ﾃﾞｲ・ﾘﾝﾁｪｲ 入会 『テンペスト』
1612 48 「キリストの降架」
1613 49 『太陽黒点論』 『二人のいとこの貴公子』 ｳﾞｪﾈﾂｨｱ ｻﾝ･ﾏﾙｺ寺院楽長
1614 50
1615 51 「主に向かって新しき歌を歌え」
1616 52 　没 ｽﾄﾗﾄﾌｫｰﾄﾞ･ｱﾎﾟﾝ･ｴｲｳﾞｫﾝ
1617 53 「行け、風の翼に乗って」
1618 54 「聖母マリアよ」 「レウキッポスの娘たちの略奪」
1619 55
1620 56 「逃れよ、わが魂よ」など
1621 57
1622 58 「おお、慈悲深きイエス、・・・」 「マリー・ド・メディシスの生涯」
1623 59 『贋金鑑識官』
1624 60 「めでたし天の女王」
1625 61 「われは眠る、されど心はさめて」 「聖母被昇天」
1626 62
1627 63 「われ主に感謝せん」
1628 64 外交特使で西へ ﾍﾞﾗｽｹｽと会う
1629 65 「シオンの娘よ、喜べ」
1630 66 「エレーヌ・フールマンの肖像」
1631 67
1632 68 『天文対話』
1633 69
1634 70
1635 71
1636 72
1637 73
1638 74 『新科学対話』
1639 75
1640 76
1641 77
1642 78 　没　ﾌｨﾚﾝﾂｪ　ｱﾙﾁｪﾄﾘ

1643

『機械学(Le Meccaniche)』

『ｼﾞｭﾘｱｽ・ｼｰｻﾞｰ』『お気に召すまま』

　63歳没　ｱﾝﾄﾜｰﾌﾟ（聖ﾔｺﾌﾞ教会）

　76歳没　ヴェネチア



年 歳 レーウェンフック項目 科学史項目 フェルメール項目 歳
1632 0 デルフト東端にて生誕 深田正室己「万国全図準天儀」 デルフトにて生誕 0
1633 1 1
1634 2 2
1635 3 ｹﾞﾘﾌﾞﾗﾝﾄﾞ［英］磁針偏角永年変化 3
1636 4 ﾃﾞｻﾞﾙｸ［仏］『透視法』射影幾何学 4
1637 5 ﾃﾞｶﾙﾄ［仏］幾何学 5
1638 6 6
1639 7 7
1640 8 8
1641 9 吉田光由『塵劫記』 父、宿屋「メーヘレン」を購入 9
1642 10 ﾀｽﾏﾆｱ［蘭］ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ発見 10
1643 11 ﾄﾘﾁｪﾘ［伊］真空の発見・水銀気圧 11
1644 12 12
1645 13 13
1646 14 14
1647 15 ﾍｳﾞｪﾘｳｽ［独］『月理学』 15
1648 16 ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑ織物商に奉公 ﾊﾟｽｶﾙ［仏］高度による気圧変化 画家修業を始める 16
1649 17 17
1650 18 デルフトにて結婚　織物商 ﾊｰｳﾞｨｰ［英］『動物発生論』 18
1651 19 19
1652 20 父死去　宿屋と画商業継承 20
1653 21 ﾙｰﾄﾞﾍﾞｯｸ［典］ﾘﾝﾊﾟ管系発見 結婚　ｶﾄﾘｯｸに改宗　聖ﾙｶ組合に画家登録 21
1654 22 ｢ﾏｸﾞﾃﾞﾌﾞﾙｸﾞの半球」公開実験 デルフト大火　『ﾏﾙﾀとﾏﾘｱの家のｷﾘｽﾄ』 22
1655 23 ﾎｲﾍﾝｽ［蘭］自作望遠鏡で土星環 『聖ﾌﾟﾗｸｾﾃﾞｨｽ』『ﾃﾞｨｱﾅとﾆﾝﾌたち』 23
1656 24 『取り持ち女』風俗画始める 24
1657 25 ﾎｲﾍﾝｽ：振子時計実験ｱｶﾃﾞﾐ［伊］ 『眠る女』『窓辺で手紙を読む女』『小路』 25
1658 26 『牛乳を注ぐ女』 26
1659 27 沢野忠庵『乾坤弁説』 27
1660 28 デルフト議会の管理官 『ﾃﾞﾙﾌﾄの眺望』『兵士と笑う娘』『葡萄酒のｸﾞﾗｽ』 28
1661 29 ﾎﾞｲﾙ『懐疑的な化学者』王立学会 29
1662 30 ｸﾞﾗﾝﾄ［英］死亡統計ﾌｪﾙﾏ［仏］光 聖ﾙｶ組合の理事に選出　『音楽の稽古』 30
1663 31 黒川道佑『本朝医考』（医学史） 『手紙を読む青衣の女』 31
1664 32 ｷﾙﾋｬｰ［独］『地下の世界』 『天秤・・』『ﾘｭｰﾄ・・』『真珠の首飾り』『水差し・・』 32
1665 33 ﾌｯｸ［英］『ﾐｸﾛｸﾞﾗﾌｨｱ』 『真珠の耳飾』『手紙』『赤帽子』『合奏』『ﾌﾙｰﾄ』 33
1666 34 ﾆｭｰﾄﾝ［英］光の分散研究 『絵画芸術』『少女』 34
1667 35 ﾌｯｸ［英］呼吸の生理的研究 『婦人と召使い』 35
1668 36 ﾆｭｰﾄﾝ［英］反射式望遠鏡 『天文学者』『地理学者』 36
1669 37 測量士として公認 ﾌﾞﾗﾝﾄ［独］ﾘﾝの発見 『レースを編む女』『恋文』 37
1670 38 『ギターを弾く女』『手紙を書く婦人と召使い』 38
1671 39 再婚 ﾗｲﾌﾟﾆｯﾂ［独］加減乗除計算機 『信仰の寓意』『』 39
1672 40 ｶｯｼｰﾆ［伊］太陽の距離を算出 イタリア絵画の鑑定 40
1673 41 ﾎｲﾍﾝｽ［蘭］『振子時計』 借金返済のため債権売却 41
1674 42 赤血球発見 ﾌｯｸ［英］『地球の運動証明試み』 42
1675 43 フェルメールの遺産管財人 ﾆｭｰﾄﾝ［英］ﾆｭｰﾄﾝ環の発見 『ヴァージナルの前に座る女』デルフトにて死去 43
1676 44 渋川春海『日本書紀暦考』 遺産の動産目録作成さる
1677 45 精子を発見 渋川春海『日本長暦』 遺産の絵画の売り立て開催
1678 46 渋川春海秋分点観測
1679 47 ワイン軽量官も務める
1680 48 ﾛｲﾔﾙｿｻｲｴﾃｨ（王立学会）会員 ﾎｲﾍﾝｽ［蘭］ﾋﾟｽﾄﾝ火薬機関
1681 49
1682 50 ｸﾞﾘｭｰ［英］『植物の解剖学』
1683 51 原生動物・ﾊﾞｸﾃﾘｱの発見
1684 52 ｶｯｼｰﾆ［伊］土星の衛星発見
1685 53 建部賢弘『発微算法演段諺解』
1686 54 ﾚｰ［英］『一般植物学』
1687 55 ﾆｭｰﾄﾝ［英］『ﾌﾟﾘﾝｷﾋﾟｱ』
1688 56 ﾌﾞﾗﾝｶﾙﾄ［蘭］『合理的実用解剖書』
1689 57 ﾔｺﾌﾞ・ﾍﾞﾙﾇｰｲ［瑞］無限級数研究
1690 58 ﾊﾟﾊﾟﾝ［仏］大気圧蒸気機関
1691 59
1692 60
1693 61 ﾗｲﾌﾟﾆｯﾂ［独］『ﾌﾟﾛﾄｶﾞｲｱ』（地球生成）
1694 62 ｶﾒﾗﾘｳｽ［独］『植物の雌雄』
1695 63 『顕微鏡で顕された自然の秘密』
1696 64 ﾖﾊﾝ・ﾍﾞﾙﾇｰｲ［瑞］最速降下線研究
1697 65 ｼｭﾀｰﾙ［独］ﾌﾛｷﾞｽﾄﾝ（燃素）説
1698 66 ｾｳﾞｧﾘｰ［英］揚水用蒸気機関
1699 67
1700 68 ﾌﾟﾛｲｾﾝ科学ｱｶﾃﾞﾐｰ創立
1701 69 ﾊﾘｰ［英］『羅針儀の偏差の地図』
1702 70 ｼｭﾀｰﾙ［独］ﾌﾛｷﾞｽﾄﾝ説完成
1703 71
1704 72 ﾆｭｰﾄﾝ［英］『光学』
1705 73 ﾊﾘｰ［英］ﾊﾘｰ彗星の発見
1706 74
1707 75
1708 76 ﾌﾞｰﾙﾊｰﾌｪ［蘭］『医学原論』
1709 77 ﾍﾞｯﾄｶﾞｰ［独］ｶｵﾘﾝ・ﾏｲｾﾝ磁器製造
1710 78
1711 79 ｼｮｰｱ［英］音叉の発明
1712 80 ﾆｭｰｺﾒﾝ［英］大気圧蒸気機関発明
1713 81 ﾔｺﾌﾞ・ﾍﾞﾙﾇｰｲ［瑞］『推測術』
1714 82 ﾌｧｰﾚﾝﾊｲﾄ［独］水銀温度計発明
1715 83 ﾃｲﾗｰ［英］級数展開の定理
1716 84
1717 85 ﾖﾊﾝ・ﾍﾞﾙﾇｰｲ［瑞］仮想変変位原理
1718 86 ﾊｲｽﾃﾙ［独］気管切開
1719 87
1720 88 ﾄﾞ･ﾓｱﾌﾞﾙ［仏］複素数
1721 89 ﾊﾟﾙﾌｨﾝ［蘭］分娩鉗子発明
1722 90 ｸﾞﾚｱﾑ［英］地磁気方位角変化発見
1723 91 気管支炎にて死去

ｸﾞﾗｳﾊﾞｰ[独]食塩と硫酸から塩酸

ﾎﾞｲﾙ[英]気体則ﾌｯｸ[英]弾性則



年 歳 ニュー トン スカ ルラ ッティ バッハ ヘン デ ル
1642 0 ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ ｳｰﾙｽｿｰﾌﾟ ﾊﾞｲ ｶｰﾙｽﾀｰﾜｰｽ
1643 1
1644 2
1645 3
1646 4
1647 5
1648 6
1649 7
1650 8
1651 9
1652 10
1653 11
1654 12
1655 13 ｸﾞﾗﾝｻﾑ ｸﾞﾗﾏｰｽｸｰﾙ 入学
1656 14
1657 15
1658 16
1659 17
1660 18 （ロイヤルソサエティ設立）
1661 19 ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学ﾄﾘﾆﾃｨ・ｶﾚｯｼﾞ入学
1662 20
1663 21
1664 22
1665 23 万有引力の発見
1666 24 ﾍﾟｽﾄ流行でｳｰﾙｽｿｰﾌﾟに戻り光学着想
1667 25 ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ大学に戻りﾌｪﾛｰに着任
1668 26
1669 27 ﾙｰｶｽ教授職に就任
1670 28
1671 29
1672 30 ロイヤルソサエティ会員に選出
1673 31
1674 32
1675 33
1676 34
1677 35
1678 36
1679 37
1680 38
1681 39
1682 40
1683 41
1684 42
1685 43
1686 44
1687 45 『自然哲学の数学的諸原理』刊行
1688 46 ｼﾞｪｰﾑｽﾞ二世下で庶民院議員
1689 47
1690 48
1691 49
1692 50
1693 51
1694 52
1695 53
1696 54
1697 55
1698 56
1699 57 王立造幣局監事着任
1700 58 ﾘｭｰﾈﾌﾞﾙｸ修道院付属学校入学 ｲﾀﾘｱ各地を巡行　ｶﾝﾀｰﾀ　ｵﾗﾄﾘｵ発表
1701 59 ﾅﾎﾟﾘの教会付きｵﾙｶﾞﾝ奏者
1702 60
1703 61 ロイヤルソサエティ会長に選出 ｳﾞｧｲﾏｰﾙ宮廷楽団就職
1704 62 『光学』刊行
1705 63 アン女王よりナイ トの称号授与
1706 64
1707 65 ﾐｭｰﾙﾊｳｾﾞﾝ 聖ﾌﾞﾗｼﾞｳｽ教会ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ　結婚
1708 66 ｳﾞｧｲﾏｰﾙ宮廷ｵﾙｶﾞﾆｽﾄ
1709 67
1710 68 ﾊﾉｰﾊ選帝候　宮廷楽長
1711 69
1712 70 ﾛﾝﾄﾞﾝ移住
1713 71
1714 72 ｳﾞｧｲﾏｰﾙ宮廷楽師長　ｶﾝﾀｰﾀ作曲
1715 73
1716 74
1717 75 ｹｰﾃﾝ宮廷楽長 「水上の音楽」作曲および演奏
1718 76
1719 77
1720 78 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ　ﾘｽﾎﾞﾝでﾊﾞﾙﾊﾞﾗ王女に音楽を教授 妻急死
1721 79 再婚　ｱﾝﾅ･ﾏｸﾞﾀﾞｰﾚ･ｳﾞｨﾙｹ
1722 80
1723 81 ﾗｲﾌﾟﾂｨﾋ　聖ﾄｰﾏｽ教会　ｶﾝﾄﾙ就任
1724 82
1725 83
1726 84
1727 85 没　ｳｪｽﾄﾐﾝｽﾀｰ寺院に葬られる
1728
1729 ﾍﾝﾃﾞﾙを招聘するも断られる
1730
1731
1732
1733
1734
1735
1736 ｻﾞｸｾﾝ　宮廷作曲家
1737
1738
1739
1740
1741
1742
1743
1744
1745
1746
1747 ﾍﾞﾙﾘﾝ　ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ大王宮廷へ「音楽の奉げもの」
1748
1749

0歳　ｲﾀﾘｱ　ﾅﾎﾟﾘ 0歳　ﾄﾞｲﾂ　ｱｲｾﾞﾙﾅﾊ 0歳　ﾄﾞｲﾂ　ﾊﾚ

ｱﾝ女王死去　ﾊﾉｰﾊ候がｼﾞｮｰｼﾞ1世に

王女 ｽﾍﾟｲﾝに降嫁 ﾏﾄﾞﾘｰﾄ　ｿﾅﾀ555曲の作曲

1757年　没　ﾏﾄﾞﾘｰﾄﾞ 内障眼の手術　悪化後1750年 没 52年に完全に失明　手術　悪化後　1759年没


